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令和４年(２０２２年)１０月７日

厚 生 委 員 会 資 料

地域支えあい推進部地域活動推進課

なかの生涯学習大学あり方検討会の実施報告について

第１回なかの生涯学習大学あり方検討会を実施したため報告する。

１．設置経緯

「なかの生涯学習大学の再編の考え方について」（令和３年１０月６日厚生委員会報告）を

もとに行った区民説明会及び意見交換会にて、区民から様々な意見を受け、「なかの生涯学習

大学の再編の考え方及び今後の進め方の見直しについて」（令和３年１２月１日厚生委員会報

告）では、主な意見と区の考え方を示した。「令和４年度なかの生涯学習大学の開講につい

て」（令和４年３月１４日厚生委員会報告）では、「令和４年５月を目処に、なかの生涯学習

大学あり方検討会（以下、「検討会」という。）を設置し、検討内容について令和５年度にお

けるなかの生涯学習大学の再編の考え方に取り入れる」としていたことにより、令和３年度

に示した主な意見と区の考え方をもとに現状の課題と今後の方向性について整理し、検討会

にて検討することとした。

２.検討会委員構成

学識経験者、なかの生涯学習大学在校生（各学年運営委員会委員長・副委員長）、卒業生、

社会教育主事（区民部区民文化国際課、教育委員会事務局兼務）、所管課長（地域支えあい推

進部地域活動推進課） 計１４名

３．第１回検討会（令和４年９月８日開催）の実施内容

なかの生涯学習大学の「中野区の歴史や特色を学ぶとともに、地域での活動に向けた知識

や技術を高め、学びを通じた仲間づくりを進める」方針を継続し、検討を進める。

（１）現状の課題

○減少傾向にある新入学生の増加促進、中途退学者の抑制

○卒業生の活躍の場の創出

○みんなで作り上げる持続可能な運営体制の構築

【課題解決に向けた取組】

・前年度に示していた「選択制コース設定（案）」「２年間進級制（案）」の見直し

・受講生のニーズにあったプログラムや講座の実施方法等への見直し、改善

・魅力や良さを引き継いだ生涯学習支援、地域での活躍支援の充実

・卒業生の活動紹介、なかの生涯学習大学への卒業生の関わりづくり
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（２）委員から出された意見

①課題の検討の方向性について

なかの生涯学習大学の位置付けの前に、なかの生涯学習大学を継続していくことの

必要性を理解した上で、共通の課題認識を持って検討していくことがよいのでは。

また、課題の検討にあたっては、区が分析したデータ等の資料をもとに話し合うべ

き。

②新入学者、中途退学者について

・募集定員２００名の根拠はあるのか、定員の見直しも必要ではないか。

・新型コロナウイルス感染症予防の観点より、リモートでの受講などが増え、パソコ

ンやスマホ等の電子媒体に不慣れな受講生の中途退学もあったのではないか。

③社会教育について

教育委員会から補助執行で区長部局に移管されて、社会教育という位置づけが見え

なくなっている。また、本来は現場で関わるべき社会教育主事が、所管部署に置かれ

ていない。なかの生涯学習大学を維持する上で置くべきである。（社会教育と学校連携

の話もあるのではないか。）

④その他

・「地域の担い手育成」とすると決めつけなくても、結果として多様な結びつきがで

きている。学びを通した仲間づくりの両面が、なかの生涯学習大学の魅力である。

・受講生間の議論の仕方なども課題として感じることはある。自主的な学びの場であ

ることを区が受講生に伝えていく必要があると感じる。

４．次回検討内容について

説明が不足していた検討会設置の経緯について、共通認識を持った上で、課題に関しての

資料を提示しながら課題解決に向けて具体的な検討を行う。なお、生涯学習、社会教育に関

しての議論内容については、関連部署に情報提供を行っていく。

５.今後のスケジュール

令和４年１０月 なかの生涯学習大学運営委員会にて報告

検討会開催（２～３回）


